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研究成果の概要（和文）：　地域の資源であるバイオマス利活用は、持続可能な地域づくりを目指した取り組みの1つ
であり、今後その取り込みは増加すると考えられる。本研究課題は、地域の持続可能性という観点からバイオマス利活
用による環境・経済・社会の3つの側面への影響を分析し、その構造を明確化することを目的とした。結果は以下の通
りである。
　第一に、バイオマス利活用に関する文書を分析し、バイオマス利活用に伴う環境・経済・社会的要素を抽出した。第
二に、複数の事例地域において、バイオマス利活用事業の影響を定量的に分析し、地域の持続可能性への寄与を明らか
にした。第三に、事業と社会関係資本との関係をモデル化し、その構造を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Utilizing biomass, which is a regional resource, is one of several efforts aiming 
for sustainable region. This study analyzes the environmental, economic, and social impact of biomass 
utilization in terms of sustainability and aims to understand its structure. The results are as follows.
First, documents and plans concerning biomass utilization were analyzed and environmental, economic, and 
social elements consequent to biomass utilization were extracted. Second, it is clarified that the 
biomass utilization contribute to sustainable region by the quantitative analyses in multiple regions. 
Third, a model was constructed for the relationship between the biomass utilization and social capital 
which clarified its structure.

研究分野： 人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
 地域は人間活動の重要な場であるため、地
球レベルの持続可能性の達成には地域レベ
ルの持続可能性が重要である。持続可能な地
域(社会)の実現には、経済の安定的な発展(経
済的側面)、環境負荷の削減(環境的側面)、そ
れらを支える健全な社会環境の増進(社会的
側面)の 3 つの側面から総合的に地域を捉え
る必要がある。 
持続可能な地域づくりに向けた取り組み

の 1 つとして、地域の資源であるバイオマス
の利活用がよく取り上げられる。バイオマ
ス・ニッポン総合戦略では、その利活用の効
果として、温室効果ガスの削減、循環型社会
の形成といった環境的側面に加え、競争力の
ある戦略的産業の育成、一次産業及び農山漁
村の活性化という経済・社会的側面も挙げら
れている。また、バイオマス活用推進基本法
において市町村はバイオマス活用推進計画
の策定に努めるものとされていることから、
今後もバイオマス利活用に取り組む地域は
増えていくと考えられる。こうした背景から、
地域のバイオマス利活用について、環境・経
済・社会という地域の持続可能性の観点から
調査・分析していくことが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、地域の持続可能性という観

点からバイオマス利活用による環境・経済・
社会の各側面への影響を分析し、その構造を
明確化することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)バイオマス利活用に関わる持続可能性要
素の明確化 
 策定・公表されたバイオマスタウン構想書
およびバイオマス利活用推進基本計画を収
集し、これを詳細に分析して、バイオマス利
活用に伴う環境・経済・社会的な要素を抽出
する。 
 
(2)事例調査：生ごみリサイクル自治体 
 生ごみリサイクルを実施している福岡県
大木町、北海道稚内市、北海道恵庭市、富山
県富山市において、(1)で検討した各要素の
定量的・定性的データを収集し、バイオマス
利活用と地域の持続可能性に関する分析を
行う。 
 
(3)事例調査：長野県 
 長野県の各市町村を対象として、バイオマ
ス利活用事業に関するアンケート調査を実
施し、事業の制約条件等について調査を行う。 
 
４．研究成果 
(1)バイオマス利活用に関わる持続可能性要
素の明確化 
 策定・公表されたバイオマスタウン構想書
およびバイオマス利活用推進基本計画を環
境・経済・社会の 3 側面から分析した結果、

以下の様な要素が抽出された(表 1)。 
 
表 1 バイオマス利活用に関わる持続可能性要素 

 
 環境面では、「資源循環政策」と「温暖化
対策」の 2 つの側面に整理された。「資源循
環政策」の要素としては、「ごみ焼却量の削
減」「最終処分場の延命化」「地域内の有機性
資源循環(堆肥・木質など)」の 3つが抽出さ
れた。「温暖化対策」の要素としては、「化石
燃料削減」「GHG 削減(カーボンニュートラ
ル・吸収源など)」の 2つが抽出された。 
 経済面では、「地域経済活性化」と「経費
削減」の 2 つの側面に整理された。「地域経
済活性化」の要素としては、「地域産業活性
化」「新産業・雇用創出」「地域内経済循環」
の 3 つが抽出された。「経費削減」の要素と
しては、「廃棄物処理経費削減」「エネルギー
経費削減」「その他経費削減」の 3 つが抽出
された。 
 社会面では、「普及啓発」「交流推進」の 2
つの側面に整理された。「普及啓発」の要素
としては、「環境意識向上」「地域への関心向
上」の 2 つが抽出された。「交流推進」の要
素としては、「地域ネットワークの強化」「地
域間交流の促進」の 2つが抽出された。 
 
(2)事例調査：生ごみリサイクル自治体 
 生ごみリサイクルを実施している福岡県
大木町、北海道稚内市、北海道恵庭市、富山
県富山市において、事業の影響を検証し、以
下の知見を得た。 
 第一に、環境面では、「資源循環政策」は
概ね達成された(図 1)ものの、「温暖化対策」
については、ほとんど効果がなかった。これ
は、助燃剤削減による CO2 削減は認められる
ものの、そもそも焼却時の生ごみ由来の CO2
はカーボンニュートラルで計上されないの
で、著しい削減にはつながらないこと、堆肥
化時に排出される CH4 の問題、分別収集によ
り収集時の CO2 排出が増えることが原因であ
る。 
第二に、経済面では、「地域経済活性化」「経

費削減」については、表 2に示す福岡県大木
町以外では目に見える効果はなく、「経費削
減」についても、自区内処理を行っている自
治体では、生ごみを分別しても焼却施設は必
要であること、生ごみ処理施設の設置・運営
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のコストが追加で生じること、分別収集費用
が増えることなどがあり、むしろ経費が増え
る事例もあった。 

 
図 1 福岡県大木町におけるごみ排出量の推移 

 
表 2 福岡県大木町における経費変化 

 
 第三に、社会面の効果検証をアンケート調
査で行ったところ、「普及啓発」については、
その効果が見られた(図 2)。 

図 2 富山県富山市の分別実施地区における今後

の生ごみリサイクルへの協力意思 

 
図 3 福岡県大木町におけるバイオマス利活用事

業と社会関係資本との関連モデル 

 

 
図 4 北海道稚内市におけるバイオマス利活用事

業と社会関係資本との関連モデル 

 
また、「交流推進」については、リソース

ジェネレータ法を使った調査を行い、その結
果をモデル化した結果、福岡県大木町と北海
道稚内市において社会関係資本(地域ネット
ワーク)の強化につながっていること、そう
した社会関係資本の強化は地域への愛着や
満足度につながり、それが定住意思につなが
っていることが明らかとなった(図 3、図 4)。 
 
(3)事例調査：長野県 
 長野県の各市町村に対するバイオマス利
活用事業に関するアンケート調査を実施し
た結果、長野県の多くの市町村では中間処理
を広域連合の単位で実施している事例や環
境専門組織や職員を配置できない町村が多
く、町村が独自でバイオマス利活用事業を実
施しづらい状況が把握された(表 3)。 
 

表 3 長野県における中間処理主体 
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